
(57)【要約】

【課題】　従来のスライドゲート方式とは異なる方式を

用い、酸化皮膜の成形体への混入（キャビティへの混入

）を効果的に防止して、健全で機械的性質に優れた鋳鉄

の成形品を安定して得ることができる鋳鉄のチクソキャ

スティング装置と方法の提供を課題とする。

【解決手段】　半溶融状態の鋳鉄が加圧充填されるべき

キャビティ６０を構成する一対の開閉自在な金型１０、

２０と、前記キャビティ６０内へ射出路８０を経て半溶

融の被射出体Ｂを射出する射出手段とを少なくとも備え

、前記キャビティ６０への入口に該入口を絞るゲートを

設けた鋳鉄のチクソキャスティング装置であって、前記

ゲートは、独立したゲート体５０で構成すると共に各射

出成形毎に前記キャビティ６０の入口に配置し、各射出

成形後に成形体と共に取り出される。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 半 溶 融 状 態 の 鋳 鉄 が 加 圧 充 填 さ れ る べ き キ ャ ビ テ ィ を 構 成 す る 一 対 の 開 閉 自 在 な 金 型 と
、 前 記 キ ャ ビ テ ィ 内 へ 射 出 路 を 経 て 半 溶 融 の 被 射 出 体 を 射 出 す る 射 出 手 段 と を 少 な く と も
備 え 、 前 記 キ ャ ビ テ ィ へ の 入 口 に 該 入 口 を 絞 る ゲ ー ト を 設 け た 鋳 鉄 の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン
グ 装 置 で あ っ て 、 前 記 ゲ ー ト は 、 独 立 し た ゲ ー ト 体 で 構 成 す る と 共 に 各 射 出 成 形 毎 に 前 記
キ ャ ビ テ ィ の 入 口 に 配 置 し 、 各 射 出 成 形 後 に 成 形 体 と 共 に 取 り 出 さ れ る 構 成 と し た こ と を
特 徴 と す る 鋳 鉄 の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ゲ ー ト 体 は 射 出 路 に 面 す る ゲ ー ト 穴 の 周 囲 を 一 定 範 囲 に わ た っ て 凸 部 に 形 成 し て あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 鋳 鉄 の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 半 溶 融 状 態 と さ れ た 鋳 鉄 か ら な る 被 射 出 体 を 金 型 内 の キ ャ ビ テ ィ に 該 キ ャ ビ テ ィ の 入 口
を 絞 る ゲ ー ト を 介 し て 加 圧 充 填 す る 鋳 鉄 の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ 方 法 で あ っ て 、 前 記 被 射
出 体 の 外 側 周 面 を 被 射 出 体 の 鋳 鉄 よ り も 融 点 の 高 い 鋼 か ら な る ０ ． ２ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ 厚 さ の
薄 板 で 被 覆 し て お く こ と を 特 徴 と す る 鋳 鉄 の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 鋳 鉄 の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ 装 置 と 方 法 に 関 し 、 詳 し く は 酸 化 被 膜 の 混 入 を 防
止 し 、 健 全 で 機 械 的 性 質 に 優 れ た 鋳 鉄 の 成 形 体 を 得 る た め の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ 装 置 と
方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 鋳 鉄 を 加 熱 し 、 固 液 共 存 状 態 の 半 溶 融 ビ レ ッ ト を 金 型 で 構 成 さ れ た 鋳 型 内 に 射 出 成 形 す
る チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ は 、 そ れ ま で の 鋳 鉄 の 鋳 造 法 に 比 べ て 、 薄 肉 且 つ 複 雑 な 形 状 の 部
品 の 成 形 が 可 能 で あ る 。 ま た 鋳 造 品 に 発 生 し や す い 引 け 巣 等 の 鋳 造 欠 陥 も ほ と ん ど 無 く 、
ニ ア ネ ッ ト シ ェ イ プ の 製 品 を 得 る こ と が で き る た め 、 鋳 鉄 の 新 し い 製 造 方 法 と し て 有 望 視
さ れ て い る 。
　 と こ ろ が 上 記 従 来 の 鋳 鉄 の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ に お い て は 、 鋳 鉄 を 半 溶 融 状 態 に 加 熱
す る 工 程 で 、 材 料 表 面 に 形 成 さ れ る 酸 化 皮 膜 が 成 形 時 に 成 形 体 に 混 入 す る 欠 陥 が 発 生 す る
こ と が あ り 、 安 定 し て 健 全 な 製 品 を 得 る こ と が 困 難 で あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
　 ま た 高 温 材 料 で あ る 鋳 鉄 の 半 溶 融 成 形 に お い て 、 金 型 へ の 熱 負 荷 に よ り 金 型 に 溶 損 、 割
れ が 発 生 す る こ と が 大 き な 技 術 的 問 題 で あ っ た 。 こ れ ら の 溶 損 又 は 割 れ は 、 射 出 ス リ ー ブ
か ら キ ャ ビ テ ィ （ 鋳 型 空 間 ） へ の 射 出 路 の 末 端 、 即 ち キ ャ ビ テ ィ の 入 口 に 設 け ら れ る ゲ ー
ト に お い て 発 生 し や す く 、 金 型 全 体 の 寿 命 を 左 右 し た り 、 金 型 補 修 に 時 間 が か か る 要 因 に
な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 勿 論 、 ア ル ミ ニ ウ ム 材 料 等 に お け る チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ に お い て 、 酸 化 皮 膜 の 成 形 体
へ の 混 入 を 防 止 す る た め に ゲ ー ト を 設 け た も の も あ る 。
　 更 に ア ル ミ ニ ウ ム の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ に お い て 、 前 記 酸 化 皮 膜 の 混 入 を 防 止 す る た
め に キ ャ ビ テ ィ の 入 口 に 設 け る ゲ ー ト を 、 ス ラ イ ド ゲ ー ト 方 式 に し た も の が あ る 。 こ の ス
ラ イ ド ゲ ー ト 方 式 は 、 ゲ ー ト を ２ 分 割 し 、 そ の 各 分 割 ゲ ー ト を 左 右 の 位 置 か ら 開 閉 自 在 に
ス ラ イ ド さ せ る こ と で 、 閉 合 状 態 で ゲ ー ト を 完 成 し て 射 出 成 形 に 供 す る と 共 に 、 開 放 し た
状 態 で 待 機 す る よ う に し た 方 式 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ３ ０ ０ １ ２ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ９ － ２ ２ ０ ６ ５ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ７ ３ ７ ６ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ が 上 記 ス ラ イ ド ゲ ー ト 方 式 の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ を 高 温 材 料 で あ る 鋳 鉄 に 用 い
た 場 合 に は 、 高 温 に 原 因 し て ゲ ー ト の 溶 損 、 割 れ が 発 生 し や す く 、 型 の 補 修 が 頻 繁 に 必 要
と な っ た り 、 ま た 熱 歪 み に よ り ス ラ イ ド ゲ ー ト の 開 閉 が 困 難 に な る と い っ た ト ラ ブ ル が 発
生 し や す い 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 上 記 従 来 の ス ラ イ ド ゲ ー ト 方 式 と は 異 な る 方 式 を 用 い て 、 酸 化 皮 膜 の 成
形 体 へ の 混 入 （ キ ャ ビ テ ィ へ の 混 入 ） を 効 果 的 に 防 止 し て 、 健 全 で 機 械 的 性 質 に 優 れ た 鋳
鉄 の 成 形 品 を 安 定 し て 得 る こ と が で き る 鋳 鉄 の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ 装 置 と 方 法 の 提 供 を
目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 者 は 種 々 の 実 験 と 検 討 を 重 ね た 結 果 、 ス ラ イ ド ゲ ー ト
方 式 に 代 わ る 、 い わ ゆ る イ ン サ ー ト 方 式 と 称 す る こ と が で き る 方 式 を 用 い た 鋳 鉄 の チ ク ソ
キ ャ ス テ ィ ン グ 装 置 を 発 明 し た 。 こ の イ ン サ ー ト 方 式 を 用 い た 装 置 で は 、 ゲ ー ト と し て １
つ の 独 立 物 品 で あ る ゲ ー ト 体 を 複 数 用 意 し 、 こ れ を 射 出 成 形 を 行 う 毎 に 、 キ ャ ビ テ ィ 位 置
に 配 置 す る 。 こ の ゲ ー ト 体 は 成 形 体 に 鋳 包 ま れ た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 即 ち 、 本 発 明 の 鋳 鉄 の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ 装 置 は 、 半 溶 融 状 態 の 鋳 鉄 が 加 圧 充 填 さ れ
る べ き キ ャ ビ テ ィ を 構 成 す る 一 対 の 開 閉 自 在 な 金 型 と 、 前 記 キ ャ ビ テ ィ 内 へ 射 出 路 を 経 て
半 溶 融 の 被 射 出 体 を 射 出 す る 射 出 手 段 と を 少 な く と も 備 え 、 前 記 キ ャ ビ テ ィ へ の 入 口 に 該
入 口 を 絞 る ゲ ー ト を 設 け た 鋳 鉄 の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ 装 置 で あ っ て 、 前 記 ゲ ー ト は 、 独
立 し た ゲ ー ト 体 で 構 成 す る と 共 に 各 射 出 成 形 毎 に 前 記 キ ャ ビ テ ィ の 入 口 に 配 置 し 、 各 射 出
成 形 後 に 成 形 体 と 共 に 取 り 出 さ れ る 構 成 に し た こ と を 第 １ の 特 徴 と し て い る 。
　 ま た 本 発 明 の 鋳 鉄 の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ 装 置 は 、 上 記 第 １ の 特 徴 に 加 え て 、 ゲ ー ト 体
は 射 出 路 に 面 す る ゲ ー ト 穴 の 周 囲 を 一 定 範 囲 に わ た っ て 凸 部 に 形 成 し て あ る こ と を 第 ２ の
特 徴 と し て い る 。
　 ま た 本 発 明 の 鋳 鉄 の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ 方 法 は 半 溶 融 状 態 と さ れ た 鋳 鉄 か ら な る 被 射
出 体 を 金 型 内 の キ ャ ビ テ ィ に 該 キ ャ ビ テ ィ の 入 口 を 絞 る ゲ ー ト を 介 し て 加 圧 充 填 す る 鋳 鉄
の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ 方 法 で あ っ て 、 前 記 被 射 出 体 の 外 側 周 面 を 被 射 出 体 の 鋳 鉄 よ り も
融 点 の 高 い 鋼 か ら な る ０ ． ２ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ 厚 さ の 薄 板 で 被 覆 し て お く こ と を 第 ３ の 特 徴 と
し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 第 １ の 特 徴 に よ る 鋳 鉄 の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ 装 置 に よ れ ば 、 半 溶 融 の 被 射 出 体 を
射 出 手 段 を 用 い て 射 出 成 形 す る に 際 し て 、 一 対 の 金 型 に よ っ て 構 成 さ れ た キ ャ ビ テ ィ の 入
口 に 、 予 め 用 意 さ れ た １ つ の ゲ ー ト 体 が 配 置 さ れ る 。 そ の 後 、 射 出 手 段 に よ る 被 射 出 体 の
射 出 動 作 が 行 わ れ 、 半 溶 融 の 被 射 出 体 が キ ャ ビ テ ィ の 入 口 に 配 置 さ れ た ゲ ー ト 体 を 通 っ て
キ ャ ビ テ ィ 内 に 加 圧 充 填 さ れ 、 成 形 体 と な る 。 こ の 際 、 キ ャ ビ テ ィ の 入 口 に 配 置 さ れ た ゲ
ー ト 体 は 成 形 体 と 一 体 に 鋳 包 ま れ た 状 態 と な る 。 成 形 終 了 後 に 一 対 の 金 型 が 開 か れ 、 前 記
ゲ ー ト 体 は 成 形 体 と 共 に 取 り 出 さ れ る 。
　 成 形 体 と 共 に 取 り 出 さ れ た ゲ ー ト 体 は 、 成 形 体 に 付 随 す る ゲ ー ト 部 の 部 分 を 本 来 の キ ャ
ビ テ ィ 内 の 部 分 と 割 り 分 け る 等 に よ り 、 回 収 し て 再 使 用 に 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 上 記 第 ２ の 特 徴 に よ る 鋳 鉄 の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ 装 置 に よ れ ば 、 ゲ ー ト 体 の 形 状
と し て 、 射 出 路 に 面 す る ゲ ー ト 穴 の 周 囲 が 一 定 範 囲 に わ た っ て 凸 部 に 形 成 し て あ る こ と で
、 射 出 手 段 に よ っ て 射 出 路 を 押 さ れ 、 ゲ ー ト 体 に 押 し 付 け ら れ た 状 態 と な っ た 被 射 出 体 は
、 少 な く と も そ の 側 周 面 の 酸 化 皮 膜 が 前 記 凸 部 か ら 外 れ た 外 側 と な り 、 ゲ ー ト 穴 か ら キ ャ
ビ テ ィ に 射 出 さ れ る こ と 無 く 取 り 残 さ れ る こ と に な る 。
　 一 定 の 範 囲 と は 、 被 射 出 体 と の 関 係 に お い て 、 少 な く と も 被 射 出 体 の 側 周 部 の 酸 化 皮 膜
が 凸 部 か ら 十 分 に 外 れ る 状 態 と な る よ う な ゲ ー ト 穴 周 囲 の 範 囲 で あ る 。 ま た 凸 部 は ２ ｍ ｍ
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以 上 突 出 し て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 上 記 第 ３ の 特 徴 に よ る 鋳 鉄 の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ 方 法 に よ れ ば 、 被 射 出 体 の 外 側
周 面 を 被 射 出 体 の 鋳 鉄 よ り も 融 点 の 高 い 鋼 薄 板 で 被 覆 し て お く こ と で 、 半 溶 融 状 態 に 加 熱
さ れ た 際 に お け る 被 射 出 体 の 変 形 が 防 止 さ れ る 。 ま た 半 溶 融 状 態 に 加 熱 さ れ た 際 に お け る
酸 化 皮 膜 の 生 成 が 少 な く な る 。 ま た 鋼 薄 板 の 厚 み は ０ ． ２ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ と す る が 、 ０ ． ２
ｍ ｍ 未 満 で は 被 射 出 体 の 半 溶 融 状 態 に お け る 変 形 防 止 効 果 が 望 ま れ ず 、 ０ ． ５ ｍ ｍ を 超 え
る と 加 圧 充 填 の 際 に 鋼 薄 板 が う ま く 折 り 畳 ま れ ず 、 充 填 不 良 の 原 因 と な る 。 好 ま し く は ０
． ２ ～ ０ ． ３ ｍ ｍ が よ い 。
　 前 記 鋼 と し て は 、 例 え ば Ｓ Ｕ Ｓ 系 鋼 を 用 い る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 鋳 鉄 の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ 装 置 に よ れ ば 、 射 出 成 形 す る 数 だ け ゲ ー
ト 体 を 用 意 す る 必 要 は あ る が 、 ゲ ー ト 体 を 射 出 成 形 を 行 う 毎 に キ ャ ビ テ ィ の 入 口 に 配 置 す
る こ と で 、 熱 負 荷 の 一 番 大 き い ゲ ー ト 部 を 成 形 毎 に 取 り 替 え て い る こ と に な り 、 従 来 の ス
ラ イ ド ゲ ー ト 方 式 に 比 べ て 、 ゲ ー ト の 溶 損 、 割 れ を 防 止 す る こ と が 可 能 と な っ た 。
　 ま た 従 来 の ス ラ イ ド ゲ ー ト 方 式 の 場 合 は 高 価 な ベ リ リ ウ ム 銅 等 を 用 い る 必 要 が あ っ た が
、 本 発 明 の 場 合 は ゲ ー ト 体 と し て 球 状 黒 鉛 鋳 鉄 等 の 安 価 な 材 料 で も 十 分 に 割 れ や 溶 損 に 耐
え る こ と が で き る 。
　 更 に 型 の 構 造 を 十 分 に 簡 素 化 す る こ と が で き る た め 、 熱 歪 み に よ り ス ラ イ ド ゲ ー ト の 開
閉 が 困 難 と な る と い っ た ス ラ イ ド ゲ ー ト 方 式 で の 問 題 も 生 じ な い 。
　 勿 論 、 本 発 明 の 場 合 は ゲ ー ト 体 が 成 形 体 と 一 体 に 鋳 包 ま れ る こ と に な る が 、 鋳 鉄 の チ ク
ソ キ ャ ス ト の 場 合 、 成 形 後 の 組 織 は 白 銑 と な っ て い る た め 、 成 形 体 の ゲ ー ト 部 分 を 折 る の
は 容 易 で あ り 、 ゲ ー ト 体 を 取 り 出 し て 再 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 請 求 項 ２ に 記 載 の 鋳 鉄 の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ 装 置 に よ れ ば 、 上 記 請 求 項 １ に 記 載
の 構 成 に よ る 効 果 に 加 え て 、 ゲ ー ト 体 は 射 出 路 に 面 す る ゲ ー ト 穴 の 周 囲 を 一 定 範 囲 に わ た
っ て 凸 部 に 形 成 し て あ る の で 、 ビ レ ッ ト 等 の 被 射 出 体 先 端 の 酸 化 皮 膜 の 大 部 分 を 凸 部 の 周
囲 の 空 間 に 滞 留 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 凸 部 の 存 在 に よ り 被 射 出 体 全 体 が 外 周 に 押 し 付
け ら れ る 力 が 作 用 し 、 被 射 出 体 外 側 周 の 酸 化 皮 膜 の 混 入 が 防 止 で き る 。 即 ち 、 被 射 出 体 の
酸 化 皮 膜 の キ ャ ビ テ ィ 内 （ 成 形 体 内 ） へ の 混 入 を 効 果 的 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 請 求 項 ３ に 記 載 の 鋳 鉄 の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ 方 法 に よ れ ば 、 被 射 出 体 の 外 側 周 面
を 被 射 出 体 の 鋳 鉄 よ り も 融 点 の 高 い 鋼 か ら な る 薄 板 で 被 覆 し て お く こ と で 、 半 溶 融 状 態 に
加 熱 し た 際 の 被 射 出 体 の 変 形 を 防 止 す る こ と が で き る 。 特 に 比 較 的 大 き な 製 品 を 成 形 す る
場 合 に は 、 製 品 に 合 わ せ た 大 き さ の ビ レ ッ ト 等 の 被 射 出 体 を 使 用 す る 必 要 が あ り 、 被 射 出
体 が 大 き く な る ほ ど 加 熱 の 際 に 自 重 で 被 射 出 体 （ ビ レ ッ ト ） が 変 形 し や す く な る 。 変 形 し
た 半 溶 融 の 被 射 出 体 を そ の ま ま チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ す る こ と は ス ケ ー ル 巻 込 み の 原 因 と
な り 、 好 ま し く な い 。
　 ま た 被 射 出 体 の 外 側 周 面 を 被 射 出 体 の 鋳 鉄 よ り も 融 点 の 高 い 鋼 か ら な る 薄 板 で 被 覆 し て
お く こ と で 、 被 射 出 体 を 固 液 共 存 状 態 に 加 熱 し て も 酸 化 皮 膜 の 発 生 を 少 な く す る こ と が で
き る 。
　 ま た 被 覆 し た 鋼 板 は 薄 板 で あ る の で 、 被 射 出 体 の 加 圧 充 填 の 際 に 、 ゲ ー ト 体 の 手 前 で 折
り 畳 ま れ る 状 態 と な り 、 こ の 折 り 畳 ま れ た 薄 板 に よ り 被 射 出 体 の 表 面 の 酸 化 皮 膜 を 捕 ま え
て キ ャ ビ テ ィ 内 へ の 混 入 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 の 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 装 置 の 実 施 形 態 を 示 す 縦 断 面 図 、 図 ２ は 本 発 明 装 置 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 縦
断 面 図 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ を 参 照 し て 、 装 置 は 、 可 動 金 型 １ ０ と 固 定 金 型 ２ ０ と が 一 対 と な っ た 金 型 と 、 射 出
手 段 を 構 成 す る プ ラ ン ジ ャ ー ３ ０ と ス リ ー ブ ４ ０ と 、 ゲ ー ト 体 ５ ０ 等 か ら な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 可 動 金 型 １ ０ に は 固 定 金 型 ２ ０ と の 当 接 面 に 凹 所 が 設 け ら れ 、 こ の 凹 所 が キ ャ ビ テ
ィ ６ ０ と な る 。 ま た 可 動 金 型 １ ０ に は 、 成 形 後 の 成 形 体 を 型 か ら 外 す の に 用 い る 押 し 出 し
ピ ン ７ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 固 定 金 型 ２ ０ に は 、 前 記 ス リ ー ブ ４ ０ が 連 結 さ れ て 射 出 路 ８ ０ が 構 成 さ れ る 。 ま た
固 定 金 型 ２ ０ に は 、 前 記 可 動 金 型 １ ０ と 当 接 す る 面 に ゲ ー ト 体 ５ ０ を 嵌 め 込 ん で 固 定 す る
た め の 嵌 合 凹 所 ２ １ が 設 け ら れ て い る 。 ま た こ の 嵌 合 凹 所 ２ １ に 連 通 し て 前 記 射 出 路 ８ ０
の 一 部 と な る 貫 通 穴 ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 プ ラ ン ジ ャ ー ３ ０ は 射 出 路 ８ ０ を 進 退 し 、 そ の 進 出 に よ り 被 射 出 体 で あ る 半 溶 融 の
ビ レ ッ ト Ｂ を 前 方 に 押 し 出 し 、 ゲ ー ト 体 ５ ０ を 介 し て キ ャ ビ テ ィ ６ ０ 内 に 加 圧 充 填 す る 。
　 前 記 ス リ ー ブ ４ ０ に は 、 ビ レ ッ ト Ｂ を 射 出 路 ８ ０ に 入 れ る 投 入 口 ４ １ が 設 け ら れ る 。
　 前 記 ビ レ ッ ト Ｂ と し て の 被 射 出 体 は 鋳 鉄 材 料 と し 、 半 溶 融 状 態 で 投 入 口 ４ １ か ら 射 出 路
８ ０ に 入 れ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ゲ ー ト 体 の 材 料 と し て は 、 例 え ば 球 状 黒 鉛 鋳 鉄 を 用 い る こ と が で き る が 、 射 出 成 形 時 の
温 度 で 溶 け て し ま う よ う な 材 料 を 除 き 、 種 々 の 安 価 な 金 属 材 料 を 用 い る こ と が で き る 。 ま
た セ ラ ミ ッ ク 等 の 使 用 も 可 能 で あ る 。 こ の ゲ ー ト 体 ５ ０ は 射 出 成 形 が １ 回 行 わ れ る 毎 に １
個 用 い ら れ る の で 、 安 価 で あ る こ と が 求 め ら れ る が 、 そ の 他 に 、 溶 損 、 割 れ が 生 じ に く い
材 料 、 回 収 し て 再 使 用 す る 際 に 成 形 体 と の 分 離 に 適 し た 材 料 等 、 再 使 用 し や す い 材 料 を 用
い る こ と が で き る 。
　 ゲ ー ト 体 ５ ０ に は 貫 通 穴 か ら な る ゲ ー ト 穴 ５ １ が 設 け ら れ る 。 こ の ゲ ー ト 穴 ５ １ の 径 （
直 径 ） は 前 記 射 出 路 ８ ０ の 径 （ 直 径 ） よ り も 当 然 小 さ く 、 ま た 前 記 ビ レ ッ ト Ｂ の 径 （ 直 径
） よ り も 小 さ く な る よ う に す る 。 そ し て ゲ ー ト 穴 ５ １ の 中 心 が 射 出 さ れ る ビ レ ッ ト Ｂ の 断
面 中 央 付 近 に 位 置 す る よ う に 、 ゲ ー ト 体 ５ ０ が 前 記 金 型 の 嵌 合 凹 所 ２ １ に 嵌 合 さ れ て 配 置
さ れ る 。
　 ゲ ー ト 体 ５ ０ は 、 一 対 の 金 型 １ ０ 、 ２ ０ が 閉 止 さ れ る 前 に 、 固 定 金 型 ２ ０ の 嵌 合 凹 所 ２
１ に 嵌 め 合 わ さ れ る 。 こ の 嵌 め 合 わ せ に 際 し て は 、 ゲ ー ト 体 ５ ０ と 固 定 金 型 ２ ０ と を 機 械
的 に 結 合 す る こ と は 行 わ ず 、 固 定 金 型 ２ ０ が 可 動 金 型 １ ０ と が 合 わ さ れ た 状 態 に お い て ゲ
ー ト 体 ５ ０ が 確 実 に 固 定 状 態 と な る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ゲ ー ト 体 ５ ０ は 、 一 対 の 金 型 １ ０ 、 ２ ０ が 閉 止 さ れ た 状 態 （ 図 １ の 状 態 ） で 、 キ ャ ビ テ
ィ ６ ０ の 入 口 に 配 置 さ れ る こ と に な り 、 そ し て ゲ ー ト 体 ５ ０ の ゲ ー ト 穴 ５ １ が キ ャ ビ テ ィ
６ ０ へ の 実 際 の 絞 ら れ た 入 口 と な る 。 前 記 ビ レ ッ ト Ｂ は 、 こ の ゲ ー ト 穴 ５ １ か ら キ ャ ビ テ
ィ ６ ０ 内 に 射 出 さ れ る 。
　 射 出 成 形 が 終 了 す る と 、 金 型 １ ０ 、 ２ ０ が 開 放 さ れ 、 押 し 出 し ピ ン ７ ０ に よ っ て キ ャ ビ
テ ィ ６ ０ 内 の 成 形 体 が ゲ ー ト 体 ５ ０ と 共 に 取 り 出 さ れ る 。
　 取 り 出 さ れ た 成 形 体 は ゲ ー ト 体 ５ ０ の ゲ ー ト 穴 ５ １ 内 の 凝 固 部 に よ っ て ゲ ー ト 体 ５ ０ と
一 体 に な っ て い る が 、 鋳 鉄 の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ の 場 合 は 、 成 形 後 の 組 織 は 白 銑 と な っ
て い る た め 、 成 形 体 の 前 記 ゲ ー ト 体 ５ ０ の 凝 固 部 分 を 容 易 に 折 る こ と が で き 、 分 離 し て ゲ
ー ト 体 ５ ０ の 再 利 用 に 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ を 参 照 し て 、 こ の 実 施 形 態 は 、 上 記 図 １ に 示 す も の と 比 べ て 、 ゲ ー ト 体 ５ ０ の 形 状
を 異 な ら せ た も の で あ る 。 他 の 構 成 は 異 な る こ と が な い の で 、 同 一 符 号 を 付 し て 図 ２ に 表
す こ と で 、 説 明 を し た も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】

10

20

30

40

50

(5) JP 2005-66663 A 2005.3.17



　 図 ２ に 示 す 形 態 に お い て は 、 ゲ ー ト 体 ５ ０ の ゲ ー ト 穴 ５ １ の 周 囲 を 一 定 範 囲 に わ た っ て
凸 部 ５ ２ に 形 成 し て い る 。 一 定 範 囲 と は 、 少 な く と も ビ レ ッ ト Ｂ の 側 周 部 の 酸 化 皮 膜 が 凸
部 ５ ２ か ら 十 分 に 外 れ る 状 態 と な る よ う な ゲ ー ト 穴 ５ １ 周 囲 の 範 囲 で あ る 。 が 、 ビ レ ッ ト
Ｂ の 先 端 の 酸 化 皮 膜 の 大 部 分 を 凸 部 ５ ２ の 周 囲 の 空 間 に 滞 留 さ せ る よ う に す る こ と を 考 慮
す る と 、 前 記 一 定 範 囲 は 、 そ の よ う な 効 果 を 奏 す る こ と が で き る よ う な ゲ ー ト 穴 ５ １ の 周
囲 の よ り 狭 い 範 囲 と す る こ と に な る 。
　 ま た 凸 部 は ２ ｍ ｍ か ら １ ０ ｍ ｍ 程 度 と す る 。
　 ゲ ー ト 体 ５ ０ の ゲ ー ト 穴 ５ １ の 周 囲 を 凸 部 ５ ２ に 形 成 す る こ と で 、 ビ レ ッ ト Ｂ に 生 じ た
酸 化 皮 膜 の キ ャ ビ テ ィ ６ ０ 内 へ の 混 入 （ 巻 込 み ） を 防 止 す る 効 果 が 上 が る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 鋳 鉄 の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ に お い て 、 ビ レ ッ ト Ｂ で あ る 被 射 出 体 の 酸 化 皮 膜 が キ
ャ ビ テ ィ ６ ０ 内 に 混 入 す る の を 防 止 す る 方 法 と し て は 、 ビ レ ッ ト Ｂ の 外 側 周 面 を 、 そ の ビ
レ ッ ト Ｂ の 融 点 よ り も 高 い 融 点 の 鋼 か ら な る 薄 板 で 被 覆 す る の が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 鋼
の 薄 板 の 厚 み は 、 ０ ． ２ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ と す る こ と が で き 、 好 ま し く は ０ ． ２ ～ ０ ． ３ ｍ ｍ
と す る 。 こ の 理 由 は 既 に 段 落 ０ ０ ０ ８ で 述 べ た 。
　 鋼 の 薄 板 の 役 割 は 、 ビ レ ッ ト Ｂ が 加 熱 さ れ た 際 に 変 形 す る の を 防 止 す る こ と 、 ビ レ ッ ト
Ｂ の 表 面 に 生 じ る 酸 化 皮 膜 の 生 成 を 少 な く す る こ と 、 及 び 射 出 成 形 の 際 に 鋼 の 薄 板 が ゲ ー
ト 体 ５ ０ の 存 在 に よ っ て ゲ ー ト 穴 ５ １ に 入 る こ と 無 く ゲ ー ト 体 ５ ０ の 手 前 で 折 り 畳 ま れ て
残 留 し 、 そ の 折 り 畳 ま れ た 薄 板 に よ っ て ビ レ ッ ト Ｂ の 酸 化 皮 膜 を 捕 ま え 、 酸 化 皮 膜 が ゲ ー
ト 穴 ５ １ 内 に 入 っ て い く の を 防 止 す る こ と で あ る 。
　 従 っ て 前 記 薄 板 の 厚 み は 、 理 論 的 に は 該 薄 板 が 射 出 成 形 の 際 に う ま く 折 り 畳 ま れ 、 且 つ
ビ レ ッ ト Ｂ の 表 面 に 生 じ る 酸 化 皮 膜 の 生 成 を 良 好 に 予 防 で き る よ う な 厚 み で あ れ ば よ く 、
具 体 的 な 寸 法 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 表 １ に 実 施 例 の チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ に 用 い た 亜 共 晶 鋳 鉄 材 料 の 化 学 成 分 を 示 す 。 実 施
例 、 比 較 例 と も 同 一 チ ャ ー ジ の 連 続 鋳 造 棒 よ り 採 取 し た ビ レ ッ ト で あ り 、 化 学 成 分 の バ ラ
ツ キ は ほ と ん ど 無 く 、 同 一 条 件 の 材 料 と 言 え る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ビ レ ッ ト の 寸 法 は 直 径 ７ ５ ｍ ｍ 、 長 さ １ ５ ０ ｍ ｍ 、 重 量 ５ Ｋ ｇ で あ る 。 チ ク ソ キ ャ ス テ
ィ ン グ の 成 形 条 件 は 、 実 施 例 、 比 較 例 と も そ の 射 出 速 度 、 射 出 圧 力 等 、 ビ レ ッ ト の 加 熱 温
度 条 件 以 外 の 条 件 は 全 て 同 一 と し た 。
　 各 実 施 例 １ ～ ６ 及 び 比 較 例 １ ～ ４ と も 各 ２ ０ 本 の テ ス ト ピ ー ス を 成 形 し た 。
　 実 施 例 １ 、 ２ は 凸 部 の 無 い （ フ ラ ッ ト な ） ゲ ー ト 体 を 用 い た チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ の 場
合 、 実 施 例 ３ 、 ４ は 凸 部 の 有 る ゲ ー ト 体 を 用 い た チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ の 場 合 、 実 施 例 ５
、 ６ は 実 施 例 １ 、 ２ に ０ ． ３ ｍ ｍ 厚 さ の Ｓ Ｕ Ｓ 鋼 の 薄 板 を ビ レ ッ ト に 被 覆 し た 場 合 で あ る
。 比 較 例 １ 、 ２ は ゲ ー ト そ の も の を 用 い な い チ ク ソ キ ャ ス テ ィ ン グ の 場 合 、 比 較 例 ３ 、 ４
は 、 凸 部 の 無 い （ フ ラ ッ ト な ） ゲ ー ト 体 を 用 い た 場 合 で あ る が 、 ０ ． ６ ｍ ｍ 厚 さ の Ｓ Ｕ Ｓ
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鋼 の 薄 板 を ビ レ ッ ト に 被 覆 し た 場 合 で あ る 。
　 目 視 及 び 超 音 波 探 傷 検 査 に よ り 、 ビ レ ッ ト 加 熱 時 の ビ レ ッ ト の 変 形 の 有 無 、 成 形 後 の 酸
化 皮 膜 の 巻 込 み 欠 陥 の 有 無 、 そ の 他 の 欠 陥 の 有 無 を 検 査 し た 。
　 表 ２ に 射 出 成 形 の 条 件 と 酸 化 被 膜 の 巻 込 み 欠 陥 の 発 生 し た 成 形 体 の 数 、 及 び そ の 他 の 欠
陥 の 有 無 を 示 す 。
　 な お 表 ２ の 「 酸 化 被 膜 の 巻 込 み 欠 陥 」 の 欄 に お い て 、 例 え ば 「 ２ Ｐ ／ ２ ０ 」 と 記 載 さ れ
て い る の は 、 テ ス ト ピ ー ス ２ ０ 本 の う ち ２ 本 に 欠 陥 が 有 っ た こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 表 ２ を 参 照 し て 、 比 較 例 １ 、 ２ は ゲ ー ト 自 体 を 設 け る こ と 無 く 射 出 成 形 し た も の で 、 全
数 に 酸 化 皮 膜 の 巻 込 み 欠 陥 、 エ ア の 巻 込 み 欠 陥 が 発 生 し た 。
　 実 施 例 １ 、 ２ は フ ラ ッ ト （ 凸 部 無 し ） の ゲ ー ト 体 を 用 い 、 ビ レ ッ ト の 被 覆 を し な い も の
で 、 酸 化 皮 膜 の 巻 込 み を 大 幅 に 減 少 で き 、 そ の 他 の 欠 陥 も 発 生 し な か っ た が 、 ビ レ ッ ト の
加 熱 温 度 を １ ２ ２ ０ ℃ に す る と ビ レ ッ ト の 変 形 が 生 じ た 。
　 実 施 例 ３ 、 ４ は 凸 部 を 形 成 し た ゲ ー ト 体 を 用 い 、 ビ レ ッ ト の 被 覆 を し な い も の で 、 酸 化
皮 膜 の 巻 込 み も ほ ぼ 無 く 、 そ の 他 の 欠 陥 も 発 生 し な か っ た が 、 ビ レ ッ ト の 加 熱 温 度 を １ ２
２ ０ ℃ に す る と ビ レ ッ ト の 変 形 が 生 じ た 。
　 実 施 例 ５ 、 ６ は フ ラ ッ ト （ 凸 部 な し ） の ゲ ー ト 体 を 用 い 、 且 つ ビ レ ッ ト を Ｓ Ｕ Ｓ 系 鋼 の
０ ． ３ ｍ ｍ 板 で 被 覆 し た も の で 、 酸 化 皮 膜 の 巻 込 み や そ の 他 の 欠 陥 が 発 生 し な い 他 、 ビ レ
ッ ト の 加 熱 温 度 を １ ２ ２ ０ ℃ に し て も ビ レ ッ ト の 変 形 が 生 じ な か っ た 。
　 比 較 例 ３ 、 ４ は 実 施 例 ５ 、 ６ と 同 じ で あ る が 、 ビ レ ッ ト を 被 覆 す る Ｓ Ｕ Ｓ 系 鋼 の 板 厚 を
０ ． ６ ｍ ｍ と し た も の で あ る 。 ビ レ ッ ト を １ ２ ０ ５ ℃ に 加 熱 し た も の で は 被 覆 板 が ゲ ー ト
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体 の ゲ ー ト 穴 を 詰 ま ら せ て 、 充 填 不 良 が 発 生 し た 。 ま た １ ２ ２ ０ ℃ で も 被 覆 板 を 変 形 さ せ
る 抵 抗 が 大 き く 、 充 填 不 良 が 発 生 し た 。 ０ ． ６ ｍ ｍ は 厚 過 ぎ て 不 適 当 で あ っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ ０ 　 　 可 動 金 型
　 ２ ０ 　 　 固 定 金 型
　 ２ １ 　 　 嵌 合 凹 所
　 ２ ２ 　 　 貫 通 穴
　 ３ ０ 　 　 プ ラ ン ジ ャ ー
　 ４ ０ 　 　 ス リ ー ブ
　 ４ １ 　 　 投 入 口
　 ５ ０ 　 　 ゲ ー ト 体
　 ５ １ 　 　 ゲ ー ト 穴
　 ５ ２ 　 　 凸 部
　 ６ ０ 　 　 キ ャ ビ テ ィ
　 ７ ０ 　 　 押 し 出 し ピ ン
　 ８ ０ 　 　 射 出 路
　 Ｂ 　 　 　 ビ レ ッ ト
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